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成果の概要/宇野 鳴記 

 

[国際会議について] 

 被助成者は、2024年 11月 24日から 29日の日程でオーストラリア・キャンベラのオ

ーストラリア国立大学で開催された「30th International Conference on Atomic Collisions 

in Solids & 12th International Symposium on Swift Heavy Ions in Matter (ICACS & SHIM)」

に参加した。ICACSは 1965年にデンマーク・オーフスで創設され、以降、量子ビーム

と凝縮物質との相互作用に関する議論を重ねてきた歴史ある国際会議である。SHIM

は 1989 年にフランス・カーンで始まり、高速重イオン照射による固体中の放射線効果、

原子物理学、プラズマ物理学、放射線生物学、医学、ナノテクノロジーなど、多岐に

わたる分野で活発に議論が行われている。2018 年には、ICACS と SHIM はフランス・

カーンで初めて合同開催され、両コミュニティにとって有益な議論の場となり成功を

収めた。この成功を受けて、2022 年にはフィンランド・ヘルシンキ大学で再度合同開

催され、今回オーストラリアでの共同開催に至った。 

 

[発表について] 

 被助成者は、「 Impact of swift cluster ion irradiation on the process of decomposing 

nucleotide biomolecules」という題目で口頭発表を行った。発表内容は、高速クラスタ

ーイオンビーム照射による高密度電子励起効果が生体分子の分解に与える影響を原子

レベルで調査したものである。具体的には、MeVエネルギーの Cn
+ (n = 1–4) イオンを、

ヌクレオチド分子の一種であるウリジン 5’一リン酸ナトリウム塩に照射し、放出さ

れる二次イオンを飛行時間型質量分析法で測定した。分解イオンの構造からヌクレオ

チド分子の損傷部位を同定し、クラスターイオン照射では単原子イオン照射に比べて

塩基損傷の割合が増加することが明らかとなった。発表後、Herman Rothard 氏および

Pedro Grande 氏から声をかけていただき、発表内容に関して有益な意見を頂いた。両

氏は、高速クラスターイオン照射による固体からの二次電子放出や、入射イオンの電

子的エネルギー損失の研究といった、被助成者の発表内容と非常に近い分野で活躍す

る世界的な研究者であり、普段から両氏の論文を読んで学習を進めていた被助成者に

とって、非常に有意義な交流の場となった。 
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